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町
の
公
共
施
設
を
半
分
に
!?

１
月
24
日
、
第
１
回
の
公
共
施
設
再
配
置
計
画
検
討
委
員

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
は
名
古
屋
大
学
小
松
教
授

（
環
境
学
研
究
科
）
を
委
員
長
に
。
委
員
十
名
を
選
出
。
さ
ら

に
業
務
の
推
進
事
務
局
に
（
プ
ロ
ボ
ー
サ
ル
方
式
に
よ
り
選
考

さ
れ
た
）
業
者
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
傍
聴
し
た
読
者
か
ら
の

投
稿
と
寄
せ
ら
れ
た
町
民
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

発行

再
配
置
検
討
委
員
会
の
役
割

町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
検
討
委
員
会

昨
年
８
月
か
ら
、
「
公
共
施
設
に
関
す
る

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
２
０
０
０
人
に
対
し

て
無
作
為
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
育
所
保
護
者

会
な
ど
の
団
体
、
ま
た
地
域
代
表
と
し
て
区

長
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
自
主
防
災
会
な

ど
の
代
表
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
紙
面
調
査
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
地
区
別
説
明
会
・
意
見
交
換

会
が
①
半
島
側(

11
名
参
加)

②
日
間
賀
島

(

12
名
参
加)

③
篠
島(
10
名
参
加)

で
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
10
月
29
日
の
町
民
討
議
会

は
８
人
の
参
加
で
、
公
共
施
設
を
50
％
に
減

ら
す
検
討
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
６
４
２

件
、
他
の
会
合
も
代
表
者

に
よ
る
意
見
で
、
い
ず
れ

の
参
加
者
も
町
民
の
大
多

数
の
意
見
反
映
に
は
、
ま

だ
ま
だ
不
十
分
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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町
民
多
数
の
意
見
反
映
は
不
十
分

〈町民の皆さんからの声〉

こ
の
検
討
委
員
会
は
、
昨
年
よ
り
進
め
ら

れ
て
き
た
「
公
共
施
設
の
再
配
置
検
討
委
員

会
」
の
取
組
に
沿
っ
て
「
南
知
多
町
公
共
施

設
再
配
置
計
画
（
案
）
」
を
決
定
す
る
役
割

を
持
ち
ま
す
。

南
知
多
町
は
、
１
９
６
１(

昭
和
36)

年

６
月
に
当
時
の
内
海
町
、
豊
浜
町
、
師
崎
町
、

篠
島
村
、
日
間
賀
島
村
の
５
ヶ
町
村
合
併
に

よ
り
誕
生
。
以
来
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
町
村
が
基
本
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
施
設
を

整
備
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
こ
の
再
配
置
計
画
は
、
合
併
当
時

人
口
は
、
２
９
６
５
４
人
、
２
０
４
５
年
に

は
８
７
９
０
人
に
減

少
す
る
と
し
て
、
同

時
に
財
政
規
模
も
縮

小
し
、
公
共
施
設
も

こ
れ
に
比
例
さ
せ
現

在
の

50
％
減
に
す
る

と
い
う
計
画
を
作
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

い
ま
町
民
の
要
望
は
、
学
校
・
子
育
て
支

援
施
設
・
医
療
施
設
・
行
政
施
設
（
地
域
の

拠
点
）
な
ど
に
集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
再
配
置
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
町

民
の
日
常
生
活
を
守
り
支
え
る
（
支
援
す
る
）

公
共
施
設
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
町
は
第
７
次
総
合
計
画
を
推
進
し

て
い
る
最
中
で
「
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち

を
あ
な
た
と
つ
く
る
」
（
基
本
理
念
）
「
子

育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
」
「
産
業
の
活
性

化
と
雇
用
の
確
保
」
「
定
住
支
援
」
（
重
点

政
策
に
基
づ
く
主
要
事
業
）
か
ら
み
て
、
こ

の
公
共
施
設
の
再
配
置
は
、
廃
止
や
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

<川柳コーナー>

各
地
域
に
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
が
な
く
な
り
、

住
民
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
１
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
ど
も
を
抱

え
た
家
族
も
大
変
で
す
。
住
民
任
せ
で
な
く
、

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
に
す
る
な
ら
、
こ
う
い

う
問
題
に
も
、
手
を
差
し
伸
べ
て
ほ
し
い
。

夕
食
の
材
料
買
え
る
店
が
な
い

教
育
・
子
育
て
・

医
療
に
強
い
要
望

最
近
の
南
知
多
町
は
、
空
き
家
と
共
に
人

口
が
減
少
、
日
用
品
を
販
売
す
る
ス
ー
パ
ー

（
豊
浜
）
は
閉
鎖
し
、
買
い
物
す
ら
ま
ま
に

な
ら
な
い
町
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

町
が
掲
げ
る
『
基
本
理
念
』
に
沿
っ
て
公

共
施
設
も
、
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
公
共
施
設
の
統
廃
合
（
再
配
置
）
は

住
民
の
要
望
が
強
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
は
（
合
併
時
の
考
え
を
生
か
し
）
残
し
、

他
の
施
設
に
つ
い
て
も
住
民
の
要
望
を
、
第

一
に
進
め
る
べ
き
で
す
。
同
時
に
関
連
す
る

保
育
や
医
療
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
等
を
、

考
慮
し
て
、
町
民
の
足
を
守
る
交
通
手
段

（
海
っ
子
バ
ス
等
）
を
確
保
し
て
行
く
こ
と

も
重
要
で
す
。

急
激
な
過
疎
化
を
防
止
し

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
を

「送り迎えのタク
シーがあるといい」

免許を返納したの

で、車で出かけられ

なくなった。買い物

など、時間や用事の

内容に合わせて、自

分の家に来てくれて、

目的地に行き、送っ

てくれる、そんな手

軽なタクシー制度が

できるといい。

(内海在住)

「移動販売車に来てほしい」

週に１、２回、スーパーにあるよ

うな品物を、車に乗せてきて、販

売してほしい。

注文とって、

持ってきてく

れる方法も

いいと思う。

(豊浜在住)

生
鮮
食
品
・
日
用
品
な
ど

生
活
必
需
品
が
整
う
町
に

内海サービスセンター

「各地区にスーパー
のようなお店があっ
てほしい」

肉や魚、野菜など

と生活必需品が買え

る店がなくなり、生

活に困っています。

暮らし続けられる

町にするなら、町も

もう少し関わって、

町民が暮らしやすい

町にすべきです。

(豊浜在住)


